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第２章 施策の展開 
 
前期基本計画については、次のような例に示す 

  「社会環境の変化」・「南相馬市ならではの視点」 

を取り入れながら施策を展開していきます。 

（１）体験・交流活動の充実 

新型コロナウイルス感染症の影響等により減少した体験・交流活動の機会の充実のため、地

域・企業・団体・学校等の連携により自然体験活動や交流活動の充実に取り組みます。また、

このような活動をリアル（対面）で行うことの意義や大切さを認識しつつ、距離や場所等とい

った物理的な隔たりを埋めることが可能な手段としての遠隔・オンラインのメリットも認識し、

それぞれの良さを活かした体験・交流活動の充実を図ります。 
 

（２）地域・産学官連携による社会の創り手の育成 

地域の持続的な発展のため、地域への愛着と誇りを持ち積極的に社会に参画する人材の育成、

福島イノベーション・コースト構想※6における各分野を担う人材の育成に取り組みます。 

また、グローバルな視点に立って活躍するための資質・能力の育成のため、学校と地域・産

学官連携を図ります。 

また、市内に立地する福島ロボットテストフィールド、市に隣接することが決定している福

島国際研究教育機構（F-REI）等、南相馬市の強みともいえるこれらの機関との連携による人

材育成についても探っていきます。 
 

（３）教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）※7の推進 

ＤＸの進展は、社会に良い変化をもたらす可能性のある変革として注目されています。GIGA

スクール構想による一人一台端末等の基盤を生かし、学校で学びたくても学べない児童生徒や

外国語を母国語とする児童生徒の学びの保障、障がいによる学習上の困難や学びにくさの軽減、

個々の才能・能力を伸ばすための高度な学びへの対応など一人ひとりの状況に応じた教育環境

を整えます。同様に生涯学習分野においても、多様な状況に応じた生涯学習機会の充実に取り

組みます。また、教職員の校務負担軽減、市長部局と一体となったデジタル技術活用による業

務改善など、教育ＤＸの推進を図ります。 

 

                                            

※6 福島イノベーション・コースト構想 

東日本大震災及び原子力災害によって失われた浜通り地域等の産業を回復するため、当該地

域の新たな産業基盤の構築を目指す国家プロジェクト。重点分野として「廃炉」、「ロボット・

ドローン」、「エネルギー・環境・リサイクル」、「農林水産業」、「医療関連」、「航空宇宙」の分

野におけるプロジェクトの具体化を進めている。 

※7 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション） 

ＩＣＴの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させるという概念。 
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（４）ＳＤＧｓの推進 

ＳＤＧｓが掲げる１７の目標について、施策と関連付け施策を展開します。 

各施策に直接的には関連しない目標も意識しながら学校教育・社会教育の両面で持続可能な

社会づくりの実現に取り組みます。 

 

■ SDGsの17の目標 

 <目標１> 貧困をなくそう 

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わら

せる 

 

 

 <目標２> 飢餓をゼロに 

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善

を実現し、持続可能な農業を促進する 

 <目標３>すべての人に健康と福祉を 

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活

を確保し、福祉を促進する 

 <目標４>質の高い教育をみんなに 

すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い

教育を提供し、生涯学習の機会を促進する 

 

 

 <目標５>ジェンダー平等を実現しよう 

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び

女児の能力強化を行う 

 

 

 <目標６> 安全な水とトイレを世界中に 

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続

可能な管理を確保する 

 <目標７>エネルギーをみんなに、そしてクリー

ンに 

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可

能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する 

 <目標８> 働きがいも経済成長も 

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての

人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある

人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促

進する 

 <目標９>産業と技術革新の基盤をつくろう 

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂

的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーシ

ョンの推進を図る 

 

 <目標 10>人や国の不平等をなくそう 

各国内及び各国間の不平等を是正する 

 <目標 11> 住み続けられるまちづくりを 

包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持

続可能な都市及び人間居住を実現する 

 

 

 <目標 12>つくる責任つかう責任 

持続可能な生産消費形態を確保する 

 <目標 13> 気候変動に具体的な対策を 

気候変動及びその影響を軽減するための緊急

対策を講じる 

 

 

 <目標 14>海の豊かさを守ろう 

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保

全し、持続可能な形で利用する 

 <目標 15> 陸の豊かさも守ろう 

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の

推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対

処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物

多様性の損失を阻止する 

 <目標 16> 平和と公正をすべての人に 

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会

を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを

提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明

責任のある包摂的な制度を構築する 

 <目標 17>パートナーシップで目標を達成しよう 

持続可能な開発のための実施手段を強化し、

グローバル・パートナーシップを活性化する 

 

 

 

 
 

  


